
　

大
阪
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス

が
こ
と
し
４
月
に
民
営
化
さ

れ
た
下
で
、
地
下
鉄
・
バ
ス

事
業
を
運
営
す
る
新
会
社
と

目
の
会
合
が
23
日
、
大
阪
市

役
所
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
市
議
会
建
設
水

道
委
員
と
、
地
下
鉄
を
運
営

す
る
「
大
阪
メ
ト
ロ
」、
バ

ス
事
業
を
運
営
す
る
「
大
阪

シ
テ
ィ
バ
ス
」
の
取
締
役
な

ど
で
構
成
し
、
原
則
と
し
て

年
１
回
開
催
。
こ
の
日
は
新

会
社
の
「
中
期
経
営
計
画
」

（
２
０
１
８
～
24
年
度
の
７

カ
年
）な
ど
が
議
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

同
計
画
は
企
業
理
念
の
一

つ
に
「
最
高
の
安
全
・
安
心

の
追
求
」
を
掲
げ
、
地
下
鉄

駅
へ
の
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の

設
置
前
倒
し
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
21
年
度
ま
で
に
御

堂
筋
線
全
駅
と
１
日
当
た
り

の
利
用
者
10
万
人
以
上
の
10

駅
に
設
置
す
る
方
針
。
防
災

対
策
で
は
21
年
度
ま
で
に
地

下
鉄
の
耐
震
・
津
波
・
洪
水

対
策
を
完
了
す
る
な
ど
と
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
に
打
ち
出
し

て
い
る
の
が
「
都
市
開
発
事

業
」。
カ
ジ
ノ
を
核
と
し
た

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）の

大
阪
誘
致
と
連
動
さ
せ
て
、

大
阪
湾
の
人
工
島
・
夢
洲
に

観
光
客
向
け
の
商
業
施
設
を

開
発
す
る
と
し
て
、
数
百
億

円
規
模
の
投
資
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

意
見
交
換
で
日
本
共
産
党

の
山
中
智
子
議
員
は
、
可
動

式
ホ
ー
ム
柵
の
設
置
前
倒
し

は
市
民
が
切
望
し
て
い
た
も

の
で
大
変
良
い
こ
と
だ
と
表

明
。
引
き
続
き
地
下
鉄
全
駅

設
置
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
、
高
齢
者
の
利
用
が
多
い

大
阪
市
議
会
と
が
、
市
民
・

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
連
絡
会
議
の
第
１
回

系
統
の
バ
ス
運
行
本
数
の
拡

充
に
つ
い
て
、
山
中
氏
が
実

施
時
期
を
確
認
し
た
の
に
対

し
、
新
会
社
側
は
「
で
き
る

も
の
は
今
年
度
中
に
は
や
り

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｒ
と
連
携
し
た
商
業
施

設
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
、

「
世
論
調
査
で（
国
民
の
）７

割
が
反
対
し
て
い
る
カ
ジ
ノ

に
便
乗
す
る
よ
う
な
企
業
イ

メ
ー
ジ
で
い
い
の
か
」
と
率

直
に
指
摘
し
ま
し
た
。

地
下
鉄･

バ
ス
新
会
社
と
市
議
会

連
絡
会
議
で
中
期
経
営
計
画
議
論

共
産 

山
中
議
員
が
表
明

ホ
ー
ム
柵
の
設
置
は
歓
迎

カ
ジ
ノ
便
乗
で
い
い
の
か

shikai
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